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１．研究計画の概要 

本研究のねらいは，日本語におけるプロソデ
ィ主導型の語形成現象（韻律語形成）につい
て，その適格性を制御する音韻的特性を明ら
かにすることである。以下の課題に即して研
究を進める。 

(1)オノマトペの韻律語形成現象：オノマトペ
の諸形式に観察される音韻特性を観察・分析
し，オノマトペの形態派生過程においてどの
ような韻律的諸原理が作用しているかを明
らかにする。既存の語形に加え，辞典等に掲
載されにくい形式ならびに，独創性・新造性
を伴う形式も分析対象とすることで，言語形
式の生産的側面に働きかける原理や規則を
見出してゆく。 

(2)一般語種の韻律語形成現象：外来語短縮や
混成現象など，オノマトペ以外の語種に発生
する韻律語形成現象の特性をとらえ，オノマ
トペにおける現象との異同を探る。外来語辞
典・新語辞典などのデータベースを活用する
とともに，臨地調査等の手法を交えながら言
語事実を収集し，音韻構造データベースを構
築しつつ分析を進める。その過程を通じて，
語種や言語の違いを超えた一般的な韻律特
性を把握してゆく。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1)オノマトペの韻律語形成現象  

①音韻構造の非対称性の探究：オノマトペの
形態音韻現象に観察される非対称性につい
て考察した。特に，有声化と強調化の二過程
においてともに一般形と特殊形との間に含
意的普遍性が成り立っていることを明らか

にした点は，音韻理論研究においてオノマト
ペを探究対象とすることの意義を十分に主
張し得る成果である。 

②新造語の音韻構造：新語が作り出される際
の音韻特徴について考察し，子音・母音の組
み合わせに一定の割合で無標構造が起こり
がちであることを見出した。この知見は，語
形成過程の出力にしばしば無標構造が現れ
がちであるとする先行の音韻理論の予測を
裏づけるものとして意義がある。 

③語末促音：オノマトペの語末促音には瞬間
性の語感を表す特有の象徴効果があるとの
従来の観察に対して疑義を呈し，言語事実を
統計的見地から検討した上で，語末促音が意
味的に透明であること，および韻律調整機能
を有していることを理論的見地から明らか
にした。この知見は，事実・理論の両面から
従来の通説に対し再検証を迫るものである。 

④部分反復形：部分反復構造からなるオノマ
トペは，日常よく用いられながらも辞典に掲
載されにくい語形である。この語形に含まれ
る繰り返し要素が，軽音節を鋳型として規則
的に作り出されることを明らかにした。この
知見は，語形の適否が韻律特性によって制御
されていることを直接示すものである点で，
本研究にとって特に重要な意義がある。 

(2)一般語種の韻律語形成現象 

①複合外来語由来短縮語：短縮外来語の形成
過程に見られる音韻特性を探った。特に撥音
「ン」が短縮語中に有意に残存しやすいこと
を統計的見地からつきとめ，撥音残存の要因
がその構造特性に由来することを明らかに
した。 
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②アクセントとの関わり：短縮語形成に観察
される撥音の構造特性がアクセント形成に
も特異な作用を示していることを，外来語の
平板型アクセント生成の事実から明らかに
した。この知見は，相の異なる複数の音韻現
象の背後に同一の音韻的原理が共通に機能
していることを示すものであり，音韻論の目
指す現象間の普遍性の把握という課題に貢
献し得るものである。 

③混成語：語形成実験の準備および予備検査
の検証を進める中で，音節の組成・特殊モー
ラのタイプ・アクセント形式の各点における
構造的および質的相違が出力パターンの予
測に関与しているとの手掛かりが得られた。
現在，この予測の検証に必要な検査のデザイ
ンを構築している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

オノマトペならびに一般語種での韻律語形
成現象について，当初想定していた範囲を超
える多様な言語事実の分析を行うことがで
きた。特にオノマトペについては，得られた
知見の多くが今後の音韻理論研究の展開に
十分に貢献し得るものである。一般語種につ
いても，言語事実の記述・分析および検査方
法の構築がほぼ計画通りに進捗している。以
上の点から，達成度を上述のように判断した。 

 

４．今後の研究の推進方策 

(1)オノマトペの分析 

次の諸点を中心に継続的に探究を進める。 

①語末促音：促音をめぐる表記と発音の関係
の実態を探り，ピッチ動態の観察といった実
証的な方法も採り入れて，これまでの分析で
得られた予測を検証する作業に入る。 

②部分反復現象：反復辞の生成過程において
無標構造の表出が志向されていることを，最
適性理論における制約の階層関係を通じて
明らかにしてゆく。 

(2)一般語種の分析 

短縮・混成の過程に関して，これまでに得ら
れた予測や記述の内容を検証すべく語形成
実験を実施し，その結果について迅速かつ慎
重な考察を進める。 

(3)研究の総括 

最終年度の課題として，オノマトペと一般語
種との間の異同に関する総合的考察を行う。
特に，出力形式の無標性・特殊モーラの影
響・音節構造・アクセント構造などの側面に
焦点を当てながら，日本語という言語におけ
るオノマトペの音韻論的位置づけに関して
考察を推し進めるとともに，言語普遍性の観

点から見た日本語の韻律特性の解明へと進
みたい。 

 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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